
本活動は、NPO法人日本余暇会の記録・広報や、本活動の助成先である子どもゆめ基金への報告のために写真撮影を行います。撮影した写真
や映像等はホームページやSNS、刊行物等に掲載させていだたく場合がございますことご承諾ください。なお、子どもゆめ基金へ報告提出し
た写真は、「（独）国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規定」に基づき業務以外の目的には使用されません。
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2023 年

2023 年

＠パルテノン多摩

オンライン参加も可

東京都多摩市落合 2-35
「多摩センター駅」より徒歩５分
（京王相模原線、小田急多摩線、 多摩モノレール）

子どもの

石の中にかくれんぼ。

自由な子どもの遊びを
どう支援するのか。

特定非営利活動法人

定員  ：  ①現地参加/20名程度
　　　   ②オンライン参加/40名程度　
費用  ：  一般2,000円 /全7回
　　　  学生1,000円 /全7回

※単発参加は一般・学生ともに500円/回
※①は現地支払、②は振込となります
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〒191-0033 東京都日野市百草 1002-19　　
TEL 080-5437-1123（道廣）　E-mail  info@yoka.or.jp　HP https://yoka.or.jp
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１回目　　6/9（金）　　  　　「いま、なぜ《プレイワーク》か」
　　　　　　　　　　　　　　　 　今日の社会状況の中で「プレイワーク」を問う意味

２回目　　6/23（金）　　　　「遊びは文化の母」
　　　　　　　　　　　 　　　　　ホイジンガを読み解く -文化の根底にある遊び

３回目　　7/14（金）　　　　「遊びから社会を見る」
　　　　　　　　　　　 　　　　　カイヨワの遊び論 -伝統的社会から近代社会へ

４回目　　7/28（金）　　　　「遊んで一人前」
　　　　　　　　　　　 　　　　　遊びがヒトをつくる -手段としての遊びから目的としての遊びへ

５回目　　8/11（金）　　　　「遊びの森に分け入る」
　　　　　　　　　　　 　　　　　カイヨワの遊びの分類を手掛かりに

６回目　　8/25（金）　　　　「遊べる環境を作ろう」
　　　　　　　　　　　 　　　　　遊びは環境の変数 -環境を守る・育てる

７回目　　9/8（金）  　　　　「遊びが世界を救う」
　　　　　　　　　　　 　　　　　遊びと平和 -ナショナリズムの克服へ

回　　　 日時　　　　　　　　　　　　　　　  内容
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18:30-21:00

< カリキュラム／全７回 >

日時  ：  2023 年 6月 9日（金）～9月 8日（金）18:30-21:00、全７回
場所  ：  パルテノン多摩（東京都多摩市落合 2-35）

定員  ：  ①現地参加 /20 名程度　②オンライン参加 /40 名程度　
費用  ：  一般 2,000 円・学生 1,000 円 / 全 7回
　　　  （単発参加は一般・学生ともに 500 円 / 回）
申込  ：  申込フォームよりお申込み下さい
　　　  https://forms.gle/vwrazHZVZHTmLsrv5

講師：薗田 碩哉 氏 1943 年横浜市生まれ。東京大学文学部卒。1966年から（公財）日本レクリエーション協会事務局において 30年にわたり、
遊びとレクリエーション運動の実践と研究に携わった後、1966年から実践女子短大教授として「余暇と遊び」をテーマに
教育と研究に従事して 2012年に退官。その間、東京都町田市で妻・浩美とともに「自然の中でのびのび育てる」フリー幼
稚園「さんさん幼児園」を経営、さらに「NPO法人さんさんくらぶ」を設立して里山の保全や地域の文化活動を推進して現
在に至る。日本余暇学会会長、日本福祉文化学会副会長等を務め、地域活動として町田市社会教育委員、同市生涯学習審議
会会長を歴任。現在は NPO 法人町田市レクリエーション連盟理事長、NPO 法人日本余暇会監事。『遊びの文化論』『遊び
と仕事の人間学』『余暇学への招待』『余暇という希望』など著書多数。『遊びの大事典』の編集にも加わっている。
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Profile

+
◎理解を深める講座特徴

講義
子どもにとって遊びは生きるエネルギーの供
給源である。大人たちの役割は、子どもの遊
びを自由に開花させることにある。そのため
に何をすべきか、すべきでないかを検討する。

演習
本来、遊びは教えるものではない。子ども自
身が興味を持ったことすべてが遊びに繋がる。
参加者のスキルや趣味、得意なことなどを子
どもたちの遊びに変換し、遊びとして仕立て
る方法を、演習を通じて学習する。
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多摩センター駅

「多摩センター駅」より徒歩５分
（京王相模原線、小田急多摩線、 多摩モノレール）


